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知
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せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
集
計

結
果

　
次
の
条
例
（
素
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
28
件
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

〇
本
庄
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調

和
に
関
す
る
条
例
（
素
案
）

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え

方
は
、
次
の
と
お
り
閲
覧
で
き
ま

す
。

閲
覧
期
間　
3
月
6
日
㈬
～
4
月

5
日
㈮

閲
覧
場
所　
環
境
推
進
課
（
市
役

所
4
階
）、
支
所
総
務
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
2
階
）、
市
民

活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ

ザ
1
階
）、
図
書
館
（
本
館
・

児
玉
分
館
）、
市

閲
覧
時
間
　
各
閲
覧
場
所
の
開
庁

　
・
開
館
時
間

★
環
境
推
進
課
☎
25
‐
１
２
４
９

児
玉
都
市
計
画
の
変
更
（
原

案
）
に
関
す
る
説
明
会

　
児
玉
都
市
計
画
道
路
の
廃
止
及

び
そ
れ
に
伴
う
用
途
地
域
関
連
都

市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
、
都
市

計
画
の
変
更
（
原
案
）
に
関
す
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時　
３
月
９
日
㈯　
午
前
10
時
～

会�

場　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
１
階
多

目
的
室

対
象　
市
内
在
住
者

内
容

①
道
路
の
変
更
に
つ
い
て

○�

３・４・２
号
中
央
通
線
（
一
部

変
更
）

○�

３・４・７
号
駅
東
通
線
（
全
線

廃
止
）

○�

３・４・８
号
本
町
下
町
線
（
全

線
廃
止
）

②
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（対応地域：美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　
市
内
で
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
を

狙
っ
た
盗
難
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
深
夜
に
は
自
宅
や
ア
パ
ー

ト
の
敷
地
内
で
も
盗
ま
れ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
や

す
い
原
因
を
知
り
、
被
害
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

▼
原
因

•�

タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
を
外
か
ら

れ
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①�

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
方
及
び
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②�

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

申�

込
期
間　

３
月
25
日
㈪
ま
で

（
受
信
有
効
）

１
次
試
験　
５
月
26
日
㈰

申�

込　
申
込
フ
ォ
ー
ム（https://

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）
か
ら
申
込

※
会
場
等
、
詳
し
く
は
左
記
へ
。

★�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
つ
い

て
：
人
事
院
人
材
局
試
験
課
☎

０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）、

そ
の
他
に
つ
い
て
：
関
東
信
越

国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係
☎

０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
、
土
・
日
・

休
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

ト
を
設
置
す
る
。

★�

本
庄
警
察
署
☎
22
‐
０
１
１
０
、

児
玉
警
察
署
☎
72
‐
０
１
１
０

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３

の
商
品
交
換
を
忘
れ
ず
に

　
ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
集
め
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
引
換
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
に
引
換
窓
口
で
賞
品
引
換
券
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
引
換
期
限　
３
月
22
日
㈮

商
品
引
換
期
限　
３
月
31
日
㈰

引�

換
窓
口　
保
険
課
、
健
康
推
進

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）、
支

所
市
民
福
祉
課

★
保
険
課
☎
25
‐
１
１
１
６

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

国

税
専
門
官
を
募
集

受
験
資
格

•�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

•��

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

見
え
や
す
い
場
所
や
敷
地
出
入

口
付
近
に
保
管
し
て
い
る
。

•�

タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
を
固
定
、

施
錠
し
て
い
な
い
。

▼
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

•�

タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
を
頑
丈
な

チ
ェ
ー
ン
等
で
固
定
し
て
鍵
を

か
け
、
カ
バ
ー
を
掛
け
る
。

•�

外
部
か
ら
手
の
届
か
な
い
、
見

え
づ
ら
い
場
所
に
保
管
す
る
。

•�

鍵
の
か
か
る
物
置
等
に
保
管
す

る
。

•�

タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
を
シ
ョ
ッ

プ
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
預
け
る
。

•�

防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

酒井　裕行　氏（写真右）

★児玉郡市広域消防本部総務課☎24-０１１９　
　児玉郡市広域消防本部では、11月28日に本庄２
丁目地内で発生した火災において、適切な消火活
動を行った酒井裕行氏に、消防協力者感謝状を贈
呈しました。
　

消防協力者に感謝状を贈呈
 市長コラム

本庄市長

   しんげの一言メッセージ

渋沢栄一と本庄市
　本年７月に新一万円札の肖像になる渋沢栄一は、「近
代日本経済の父」と呼ばれ、起こした企業は約 500 社。
高い志を持って経済の発展と福祉の増進を提唱・実践
し、国家・国民のために尽くした偉大な人物です。
　生誕の地である血洗島は今でこそ深谷市の字ですが、
古くから妻沼街道で本庄宿とつながりがあり、したが
って渋沢栄一も、栄一のいとこの尾高惇忠（初代富岡
製糸場工場長）も、本庄とは深い縁があります。初代
本庄郵便局長の諸井泉衛、その息子で秩父セメント創
始者の恒平、孫で経団連や経済同友会の創設に携わっ
た貫一など、日本経済の発展に功績のあった諸井家と、
栄一の渋沢家とは親戚関係にありました。諸井恒平や
地元の実業家として本庄町の発展に貢献した戸谷間四
郎など、本庄・児玉の多くの産業人も栄一から影響を
受けたと言われています。
　そして、生きた時代は異なりますが、渋沢栄一は塙
保己一の編さんした群書類従の版木の保存にも多大な
功績を残しました。保己一没後、幕末の動乱で群書類
従の版木は長らくその存在が不明でしたが、明治 42
年、当時の文部省の土蔵から発見されました。栄一は、

保己一の曽孫の塙忠雄とともに保己一の遺業を後世に
伝えるべく温故会（後の温故学会）を設立し、版木を
刷って群書類従の刊行を再開しています。栄一の呼び
かけで多くの政官財界人が群書類従を購入。温故学会
はその資金を元に、版木の保存のためのコンクリート
耐火建築の新しい会館を建設しました（昭和２年竣
工）。現在も版木を保存して、群書類従やその他の文
献を刊行しています。
　塙保己一の業績は、渋沢栄一はじめ多くの人びとの
尽力によって今日に伝わりました。栄一も保己一を大
変尊敬していたことが、前述の会館の竣工式での祝辞
からもうかがえます。
　渋沢栄一や尾高惇忠の書、扁額などは本庄市内にか
なり残っているようです。本年、栄一が新一万円札の
肖像になることを記念して、本市でも企画展を開催し、
縁の深さを皆さまと共有したいと考えています。
　なお、市民総合大学では、３月 9 日の閉講式・生
涯学習推進大会で歴史作家の河合敦先生をお招きし、

「塙保己一と渋沢栄一」と題した講演会を開催します。
ぜひお越しください。

市

市

市

申込


